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� はじめに

ウイグル語はアルタイ語諸語に属する言語であり、正

書法ではアラビア文字によく似た文字を使用している。

本来は、正書法の分かち書きが存在しないが、現在は計

算機上でのテキストにおいて文節ごとにスペースを挿

入する形で書かれている。キーワード検索、索引づけと

いったテキスト処理を行なう場合は、前段階として文や

文節を単語に分割する処理が不可欠である。

ウイグル語は日本語と同じ膠着語であり、語幹に接頭

辞や接尾辞が接合する。文の構造も日本語に類似し、文

構造は基本的に名詞―目的語―動詞の形をとる。たと

えば、
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私は学校に行きたくない

という例文は以下のように形態素に分けられる。
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この文では、正書法的な特徴から見ると文が 
つのス

ペースにより分解しており、�つの形態素のように見え

るが、実際には �つの形態素から成り立っている。

我々は、ウイグル語と日本語の同じ膠着語であると

いう特徴と正書法の分かち書きが存在しないという特

徴に着目し、日本語の形態素解析器である「茶筌」を用

いて、ウイグル語の形態素解析を行った �アブドレイム�


����。

ウイグル語には、以上のように日本語と共通する特徴

とともに、日本語に存在しない特有の母音調和という現

象がある。この現象については、日ウ機械翻訳システム

�小川ほか� �����等で、出力の最後の整形段階で扱って

いる場合もあるが、形態素解析処理では機械翻訳のそれ

とは異なり、入力中にすでに存在しており、まず最初に

対処しなければならない。

そこで、本稿では、母音調和により発生する母音の弱

表 � 母音の分類

円唇母音 非円唇母音

前母音 � � �

中立母音 � �

後母音 � � 


化・脱落・子音の挿入の形態素解析システムでの扱いに

ついて述べる。

� ウイグル語の形態論

��� 母音調和

ひとつの語の中に一緒に現われることのできる母音の

組合せに一定の制約があることは母音調和と呼ばれてい

る。ウイグル語を表記している文字は �
個であり、そ

のうち母音が � 個、子音が 
�個ある。�個の母音は調

音位置と口唇の形によって表 �のように分けられる。

単語自体の、あるいは、形態素と形態素の母音が表 �

のグループによって調和される。中立母音グループは

前・後母音グループと混在することができるが、前母音

グループと後母音グループは互いに混在できない。そ

のため、同じ文法的な役割を持つ接辞の中に、前母音グ

ループに付く形と後母音グループに付く形、また、円唇

母音グループに付く形と非円唇母音グループに付く形が

存在し、接合する際に語幹末尾の母音によってどちらか

が選ばれる�

たとえば、名詞の複数形を現す語尾には ��
��と �����

があるが、語幹である名詞末尾の母音に応じて以下のよ

うに使い分けられる
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 は後母音なので、同じ後母音



を持つ ��
��が選ばれる。�������の場合は最後の母音�

が前母音なので、前母音を持つ �����が選ばれる。母音

調和は接辞の選択に影響するだけでなく、語幹の形を変

化させることもある。以下、母音の弱化・脱落・子音の

挿入について説明する

��� 母音の弱化

ウイグル語では、形態素と形態素が接合する際に、母

音の弱化が発生する。伝統的なウイグル語の文法では母

音の弱化現象は以下の規則によって記述される。

規則 � 後母音 
 や前母音 � をもつ語幹に接辞がつく

とき、語幹の音節が開音節になりアクセントが後

に移るならば、
 または � が � に弱まる �竹内�

�����。

たとえば、

��� 
� �
 

書く

� ��

中止形

� �� ��

書いて

	� 
�

名前
� �

三人称語尾
� ���

彼の名前

規則 � 語幹に 
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��� 母音の脱落

子音字で終了する 
つの音節から成り立っている語幹

に接辞が付くと、音節数を保つために、語幹末尾の音節

の �� �� �が脱落する。
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��� 子音の挿入

母音字で終了する語に母音字で始まる接辞が付くと、

母音連続の発音が難しいために、�という子音が挿入さ

れる。
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あなたの建物

� 形態素解析における母音調和の扱い

��� 方針


節で述べた母音調和の規則は言語学分野で提案され

たものであり、この現象を自然言語処理で試したものは

ない。ウイグル語の語彙は、地理的な位置により外来語

の影響を強く受けているので、単語の構造が多様になり

つつある。とくに、外来語の場合は伝統的なウイグル語

文法で使われている母音調和の規則に適合しないことが

多く、処理がかなり面倒である。そのため、現在のウイ

グル語処理システムでは、語の派生形、あるいは、文節

の単位で辞書を構築している。

日本語と同様に、ウイグル語も自立語と付属語に分け

られ、自立語の中で動詞と名詞（名詞的な語を含む）に

語尾が付き、語形が変化する。この中で動詞の変化が一

番多い。正書法では、動詞の語幹に活用語尾、その次に

人称語尾が付き、さらに疑問を表す接辞が付く。そのた

め、日本語の「書く」にあたる ��
 �という動詞の変化形

をリストアップして見るとその数は �!� を超える。こ

れらすべてを見出し語として登録するのは、見通しも悪

く、辞書の量も大きくなりすぎる。このような屈折語的

な扱いはウイグル語には不適切なようと思われる。

そこで、ウイグル語の膠着語的な特徴にふさわしい処

理方法を提案する。単語ごとに ��� を越える変化形を

辞書登録する代わりに、語尾を独立した形態素として登

録する。この場合問題になるのは、語幹と語尾の間に見

られる母音調和をいかにして扱うかである。


節で述べたこの現象は、日本語の助数詞などに見ら

れる音の変化に類似している。たとえば、「六回」では

「ロク�ロッ」のように前部要素の末尾音が変化し、「三

本」では「ホン�ボン」のように後部要素の先頭音が

変化する。伝ほか �
��
�は、このような現象を扱うた

めに、名詞・助数詞の変化形（促音化・濁音化など）と

その要因となっている隣接語のタイプ（後続語が子音で

始まる・先行語が撥音で終わるなど）との対応関係を記

述し、形態素解析後の発音変化処理で利用している。こ

の方式はウイグル語の母音調和にも適用できる。以下、

詳しく見ていく。

��� 母音の弱化

動詞や名詞に語尾が結合した場合に生じる母音の弱

化を表 
・�のように記述する。まず、母音の弱化を起

こす語には「語末弱化型」という変化型を与える。次



表 � 動詞の記述（母音の弱化）

見出し語 ���

品詞 動詞

変化型 語末弱化型

出現形 隣接形態素 変化形 変化要因

��� � 基本形

��� "� 基本形

��� �� 基本形

��� ��$ 弱化形 アクセント移動

��� �� 弱化形 アクセント移動

��� ���� 弱化形 アクセント移動

表 � 名詞の記述（母音の弱化）

見出し語 	
�


品詞 名詞

変化型 語末弱化型

出現形 隣接形態素 変化形 変化要因

	
�
 � 基本形

	
�
 � 基本形

	
�
 �$ 基本形

	
�� �
� 弱化形 アクセント移動

	
�� �� 弱化形 アクセント移動

	
�� �� 弱化形 アクセント移動

に、各語の基本形（�����や �	
�
�）と弱化形（�����と

�	
���）がどのような形になるかを記す。さらに、それ

ぞれの形がどのような隣接語が来たときに起こるかを

記す。
�
節で見たように、母音の弱化は後続形態素が

アクセント移動を引き起こすときに生じる。たとえば、

���$�� ����� ������などの活用語尾はそのような形態素

であり、�"��� ���� などはそうでない。表 
・�には、

いくつかの隣接形態素の例と、それぞれが動詞や名詞に

変化を引き起こすかどうかに関する情報（変化要因）が

書かれている。

��� 母音の脱落と子音の挿入

母音の脱落と子音の挿入も、母音の弱化と同様に扱

う。母音の脱落で、語幹に連接する連接形態素が子音で

始まるとこの現象は生じない。狭母音の �で始まる形態

素が接続するとこの現象が起こる。そこで、後者に対し

ては先行語は脱落形を取る。子音の挿入でも、脱落の変

表 � 母音の脱落

見出し語 ��"��

品詞 名詞

変化型 語末脱落型

出現形 語尾助詞 連接形態素 変化要因

��"�� � 基本形

��"�� $%
 基本形

��"�� ��� 基本形

��"� � 脱落形 狭母音

��"� ��$ 脱落形 狭母音

表 � 子音の挿入

見出し語 ���


品詞 名詞

変化型 語末挿入型

出現形 連接形態素 変化形 変化要因

���
 � 基本形

���
 ��� 基本形

���
 �
 基本形

���
� �� 挿入形 狭母音

���
� ��$ 挿入形 狭母音

表 � 語尾・助詞が母音調和に影響するパターン

��$ �� �
�

母音の弱化 ○ × ○

母音の脱落 ○ ○ ×

子音の挿入 ○ ○ ×

化要因と同じく、連接形態素が狭母音で始まると先行語

は挿入形を取る。

��� 接辞の記述

今まで主に自立語の記述について述べた。次は接辞の

記述について考えてみよう。接辞 ���$�は表 
（母音の

弱化）・表 �（母音の脱落）・表 !（子音の挿入）のすべ

てで基本形以外の隣接形態素として現れる。一方、語尾

��
�� は表 � 以外では基本形以外の隣接形態素としては

現れない。ある接辞が母音の弱化・脱落・子音の挿入の

いずれに関わるかを表にすると、表 #のようになる。語

尾・助詞の辞書には、表中で○がついているすべての現

象に関わる変化要因を記述しておく必要がある。



表 � 接辞の変化

見出し語 �


品詞 助動詞

変化型 語末弱化型

出現形 隣接形態素 変化形 変化要因

�
 � 基本形

�
 �$ 基本形

�
 � 基本形

�� �� 弱化形 アクセント移動

�� "
 弱化形 アクセント移動

�� $%
� 弱化形 アクセント移動

��� 接辞に対する母音調和

伝統的なウイグル語の文法では、母音の弱化は語幹に

接辞が後接する際に発生すると言われているが、実際に

は、接辞に接辞が後接する際にも母音の弱化が発生す

る。たとえば、

��� �
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共同形
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否定形
� "


仮定形
� �$

人称語尾
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あなたがたが書かなければ

では、まず ��
 �に共同形 ��&�が後接する際に母音の弱

化が起こり（�
 � �� ）、さらに、否定の助動詞 ��
�が

付いて、その次に仮定形接尾 �"
� が付く際にも母音の

弱化が現れる（�� �&�
� �� �&��）。

この現象は母音調和の規則を左から順に再帰的に適用

すれば扱える。この際、表 
・�の動詞や名詞と同様に、

接辞の変化形も表 �のように記述する。

��� 接辞に対する子音調和


��節で、母音調和の規則により、同じ文法的な役割

を持つ接辞に対応する幾つかの異形態があることを述べ

た。これについてもう少し考えてみよう。ウイグル語に

は、日本語の格助詞に当たる曲形というものがある。た

とえば、方向を表す助詞（日本語の「に」）は �$%
�であ

る。これに対応して、�'
�� �$��� ����の �つの異形態

がある。これらは、先行名詞の末尾音節の子音と母音の

タイプによって使い分けられる。表 �の名詞・出現形欄

はこの使い分けの例を示している。

これらの例から見ると、母音調和に加えて子音調和の

規則により後接接辞の形が決まっていることが分かる。

子音調和は先行語末の子音と接辞頭の子音の間で起こ

表 � 子音調和

見出し語 $%


品詞 曲用助詞

活用型 語頭子音母音調和型

隣接形態素 出現形 変化形 変化要因

$�� $%
 基本形 後母音・有声子音

�
��
' '
 後母音形 後母音・無声子音

� �� $� 有声子音形 前母音・有声子音

������ �� 無声子音形 前母音・無声子音

る。子音・母音それぞれの調和性は変化形・変化要因欄

に示した通りである。少数の外来語や、先行語が母音で

終わる場合の後接はこれとは異なるが、大部分の語がこ

の規則により接合する。この規則性を辞書記述に含める

ことにより、解析の効率を向上することができる。

� おわりに

ウイグル語の自然言語処理に関する研究は極めて不足

している。しかし、時代の発展は伝統的なウイグル語を

自然言語処理技術レベルで実現することを求めている。

そのために、伝統的なウイグル語文法で使用されている

規則を自然言語処理技術に応用できる形で改良しなけれ

ばならない。本稿で提案した母音調和の辞書記述は、茶

筌などの形態素解析システムで容易に実装できる。ただ

し、茶筌では、形態素の接続を検査する際に品詞情報し

か参照しないので、変化形・変化要因などの情報をいか

にして接続規則に取り込むか工夫する必要がある。
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